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国
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出
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H
t
e
ヰ
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2
0
1
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M
扇
町
y

汐

白日

見

組
枇
品
H
刷
出

ω地
方
別
研
究
は
、
則
政
山
中
ト
W
M
際
上
絡

め
て
緊
切
な
ふ
問
姐
℃
め
る
。
川
市
正
地
十
H
J」
内
利
枕

一
向
日
間
比
牧
及
び
燥
恭
を
中
心
・
こ
寸
る
地
十
羽
ご
向
し
一
栄
を

中
心
ピ
す
る
地
ん
だ
川
抑
枕
制

ω
針
間
山
仙
川
お
は
、
巡

回
目
は
附

M
U
-
-
L
L
K

、ノド〕-》、，
f
a
ト歳、
ι会
'
訪
れ
川
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l
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μ
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J
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f
i
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f
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i

i
し

で
め
る
o

私
は
.
さ
き
に
位
階
附
机
及
川
ω
地
方
枕
川

hn

挽
に
闘
し
地
万
別
弘
士
試
み
、
我
凶
仁
一
炉
、

υ
る
机
枕

負
強
川
り
山
円
般
を
明
か
に

L
た
o
然

l
、
間
後
机
を
包
合

L
た
る
凶
枚
地
方
税
金
値
り
負
術
仁
附

l
t
u
、
材
料

ω不
足

ω勉
め
に
、
こ
れ
が
地
方
別
研
究
を
断
必
せ
が

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

中
胤
比
四
杭
と
間
後
枕
ピ
は
、
そ
の
本
質
上

ω差
異
正
治

革
上
の
硯
山
よ
b

[
て
、
柿
々
の
掛
川
中
仁
上
り

μ別
ゼ

ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
臥
別
山
重
大
な
る
も
的

t
L
t
、

特
妹
の
有
無
換
百
せ
ば
納
税
者
正
挽
税
者
込
い
か
同
一
人

第
二
十
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三
蹴

E 

肌ト

M
F
丸

職後制皆人口政筑(明泊三 l八年十ーJI刊)

租椛tt1f.i'"也市別I川究(制淵肱iil附ラ1't.lil--192:f"i)

4， 

._，..a.い.



間
接
税
負
摘
。
地
方
別
研
控

な
b
や
高
円
や
己
一
式
ふ
事
が
単
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
師
時
嫁
の

行
は
れ
ざ
る
直
接
枕
に
ゐ
り
て
は
、
納
税
者
が
同
時
に

据
枕
者
で
あ
る
、
従
っ
て
、
納
税
額
の
地
方
別
研
究
を

行
へ
ば
、
こ
れ
が
総
て
依
税
額
の
的
方
別
研
究
ご
な
る

誇
で
ゐ
品
。
然
る
に
特
嫁
を
珠
期
す
る
間
接
税
に
あ
・
り

て
は
、
納
枚
岩
が
必
す
し
も
抱
税
者
正
一
致
!
な
い
結

果
正
し
て
、
甲
地
で
甲
が
納
付
し
た
間
接
枕
は
、
そ
の

全
部
又
は
一
部
、
乙
地
の
乙
に
よ
り
負
指
せ

ιれ
る
事

が
あ
わ
得
品
川
り
で
あ
る
o

放
に
、
か
の
直
接
枕
仁
於

τ

行
は
晶
、
、
納
税
制
の
地
方
別
研
究
を
う
つ
し
て
直
に

之
を
惚
税
制
剛
山
地
方
別
駒
市
九
な
ち
ご
す
る
が
如
、
喝
し
研
究

方
法
は
、
間
接
枕
に
川
町
て
は
到
底
保
用

L
得
な
い
o

然

ら
ば
、
如
何
に
[
て
間
抜
税
山
捻
枚
者
従
っ
て
間
接
枕

の
掘
枕
地
を
明
か
に
す
べ
き
や
、
こ
れ
間
接
枕
負
蹴
り

地
方
別
研
究

ω重
心
を
な
す
問
題
で
め
る
。

た
ま

y
¥大
阪
枕
務
厳
密
局

hrι
、
大
正
二
年
以
来

毎
年
の
管
内
摘
額
消
袋
一
両
去
を
寄
せ
ら
れ
た
。
ニ
向
統

計
表
』
号
、
酒
類
税

ω地
方
別
負
融
制
ひ
い
て
は
間
接
枕

会
館

ω地
方
別
負
摺
b
z
研
究
す
る
鍵
ど
な
る
も
の
で
あ

る
。
蓋

L
酒
類
税
は
原
則
ご
し
て
納
税
者
た
る
生
産
者

報

鋒

第
二
十
一
各

(
第
三
棋

五

) 

四
五
O

よ
り
携
税
者
た
る
消
費
者
に
碍
嫁
す
る
も
の
で
ゐ
る
か

ら
・
酒
州
知
消
費
高
を
明
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
更
に
遡

っ
て
、
酒
類
枕
負
踏
の
大
勢
を
窺
ム
事
が
出
来
る
か
ら

で
ゐ
る
o

而
L
τ
酒
類
税
「
一
見
る
此
負
挽
現
象
は
、
他

の
間
接
税
に
も
通
川
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
大
阪

税
務
監
防
局
内
酒
組
問
州
費
高
求
を
中
心
ご
し
て
、
間
接

税
負
際

ω地
方
別
研
究
を
試
み
る
。

捕~守"'"~仰W叫刈'i'" 出，，，，..，，'，<..，

大
阪
枕
務
悦
管
局
の
沼
瀕
消
費
高
求
の
質
際
数
字
を

扱
ふ
じ
先
立
も
、
是
の
作
製
方
法
を
説
明
す
る
。

本
表
は
、
大
阪
税
務
儲
督
局
管
内
(
大
正
二
年
六
月

十
三
円
勅
令
第
百
五
十
九
税
)
に
於
け
る
清
酒
、
湖
酒
、

白
酒
、
味
淋
、
情
刑
、
時
酒
、
補
佑
酒
、
問
時
刑
、
共
他

の
毎
年
度
的
投
高
を
府
腕
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ

る。

叫仲判明

年
度
は
、
畑
地
年
度
で
ゐ
る
か
ら
、
勝
年
ご
は
可
な
h

の
陥
り
の
あ
る
の
か
ら
見
れ
な
い
。
例
へ
ば
、
大
正
十
二

酒
池
年
度
を
肘
年
に
置
す
ご
、
大
正
十
二
年
十
月
よ
ち

大
正
十
三
年
九
月
仁
至
る
期
間
正
な
る
の
で
あ
る
。



枠
拡
に
問
題
ご
な
る
の
は
、
本
表
に
所
調
「
消
費
高
」
の

算
定
方
法
で
ゐ
る
o

先
サ
プ
ラ
ス
の
H
T
ι

し

τ、
前
年

度
よ
り
の
持
越
高
、
他
地
方
よ
h
の
移
入
高
(
轍
入
高
を

も
合
む
)
、
常
該
地
方
に
於
り
る
製
造
高
を
合
計
す
る
o

次
に
マ
イ
ナ
ス
の
部
ご
し
て
、
他
地
方
へ
の
移
出
高

{
総
出
高
を
合
む
)
、
酒
類
枕
査
定
後
に
工
業
用
其
他
の

方
面
へ
糟
周
L
其
結
果
見
枕
せ
ら
れ
た
る
石
数
.
貯
曲
鵬

依
械
蓮
搬
敏
蹴
(
六
・
五
%
吉
見
込
む
)
及
び
年
度
末
現

在
高
を
欽
へ
る
。
こ
の
プ
一
フ

λω
分
炉
ら
、
こ
の
?
イ

ナ
ス
の
n
?
を
差
引
い
柁
残
品
川
を
、
常
該
酒
造
年
度
に
於

け
る
消
費
高
E
推
定
し
た
の
で
め
る
。
表
示
す
れ
ば

時
関
益
u
q
e
l
h明
日
阿
部
糊
劃
H

(
回
国
骨
同
岬
』

q
h
u
本
隊
副
↑
4
E
毎
U
叶

I

H

V

S

相
惜
し
F
副

+
時
刻
益
uq
訂
叶
吊
)
抽
出
齢
制
)
|
(
爵
搭
u
q
J
S剖
明
日

制
+
淘
挙
泊
沖
高
尚
部
副
+
汚
濁
揃
簿
溶
蒋
酎
十
骨

同
法
組
前
副
)

の
方
式
と
な
る
。
此
等

ω数
字
は
凡

τ、
各
税
務
砦
が

管
内
の
製
匙
業
者
及
び
問
問
責
業
者
(
小
貸
業
者
の
み
は

児
込
に
よ
る
)
に
つ
き
調
査
し
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
重

複
股
術
の
分
以
税
務
署
相
托
の
協
力
で
訂
正
せ
ら
れ
て

ゐ
る
。会
管
内
に
於
け
る
酒
類
消
費
高
を
大
正
二
泊
治
年
度

よ
ち
大
京
十
二
酒
造
年
度
に
至
る
迄
算
定
す
る
正
、
第

一
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。
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附
註
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十
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泊
匙
年
皮
九
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、
九
九
口
一
、
売
口
一
、
品
二
一
目
、
八
八
一

第
一
表
に
於
て
注
目
す
ぺ
き
事
貨
は
、
大
阪
枕
務
監

笹
山
河
管
内
に
て
消
費
せ
ら
れ
る
酒
類
の
内
容
に
或
械
の

縫
動
が
起
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
大
正
二
泊
地
年
度
よ

り
大
正
五
情
治
年
度
山
内
山
一
は
、
消
費
量
が
ら
見
て
大
館
、

情
調
.
必
湖
、
味
淋
、
焼
酎
、
酒
梢
・
硝
碕
酒
向
酒

濁
酒
り
順
序
で
め
っ
た
が
、
大
正
六
酒
お
年
度
以
来
、

備
謝
摘
は
従
来

ω第
六
位
よ

h
一
躍
し
て
第
五
位
範
囲

位
に
上
b
、
遂
に
は
第
三
位
に
迄
補
ぎ
つ
り
、
大
正
十

二
酒
山
田
年
度
に
て
は
清
酒
・
市
常
酒
‘
葡
硝
酒
・
味
淋
、

焼
酎
、
酒
粉
、
内
酒
、
濁
酒
り
順
序
に
設
勤
し
た
の
で

あ
る
。
大
正
二
・
凋
む
年
度
的
葡
狗
'
酒
り
年
消
費
量
二
千

四
山
石
に
比
較
す
る
ご
、
最
近
り
一
高
入
千
石
凶
消
費

量
は
約
七
柿
午
の
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
多
泊
が
第
二

l町

L
l
h
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h
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元
、
晶
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一
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一
E
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毛主

一ニ
J

芸
ハ
一
つ
一
、
八
一
山
一
八
、
J

品
孟
五
、
一
旬
ユ
ゴ
一
、
九
一
旬
一
、
一
回
八
、
口
一
八

位
を
保
持
し
て
ゐ
る
一
帯
は
従
前
山
通
り
で
あ
る
が
、
ニ

れ
亦
大
正
六
沼
地
年
度
前
後
よ
h
，
非
情
に
消
費
量
を
増

加
し
た
の
で
あ
る
o

緋
酒

ω消
叫
刊
量
は
、
大
豆
二
沼
港

年
度
に
於
て
は
二
高
石
に

L
て
る
摘
頻
消
技
高
山
り
二
分

宇
な
り

L
も
り
が
、
大
正
十
二
酒
也
年
度
に
は
約
八
伯

L
十
六
崎
石
正
な
h
酒
剣
山
川
此
託
金
石
数

ω
一
削
四
分
以

上
仁
上
つ

τゐ
品
。
山
神
酒
、
荷
山
町
一
山
等
山
口
件
掘
り
消
費

量
が
世
界
戦
争
中
に
大
品
目
魁
を
遂
り
た
執
は
注
目
に
値

す
る
。
葡
効
酒
搭
酒

ω消
費
量
が
七
八
惜
し

τゐ
る

聞
に
、
清
酒
叫
消
費
は
僅
か
三
割
し
か
増
加

L
な
か
っ

た
、
然

L
、
清
・
極
り
消
費
量
一
か
杢
酒
類
中
第
一
等
的
一
地

位
を
占
的

τム
る
事
は
、
依
然
ピ

Lγ
岡
慌
で
あ
る
o

酒
矧
金
槌
ご
し
て
は
、
共
消
費
量
が
最
近
十
年
間
に
七

訓

留

酒

石
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A
J
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一
盟
、
金
正

、
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十
五
高
石
よ
り
百
十
四
高
石
仁
一
猿
化
L
、

し

τゐ
る
。

約
五
割
を
培

石
川
肱

五

回

王
国

正
彦司

元

:;Ii. 
J、
;>" .. 

ヨ内

一
山
彦副

--回
." -
... 
D 

計

童

三喜
ニ合，. 

豆会

見室

夫言語英

宍 8 ・杏

主元室、三

云霊堂

"藁奇

命現交

V‘a 
'・
~ 

去

五
J、
4五a

屯
同

会

会

，、
同

富
山
麟

同，. 

理

古

互込

葦

大
阪
府

第
二
表
を
見
る
に
、
酒
類
消
費
高
の
逐
年
増
加
し
て

ゐ
る
の
は
、
各
府
脈
に
共
通
し
た
現
象
で
あ
る
。
消
費

高
に
つ
い

τ常
に
上
位
を
占
的
r
L

ゐ
る
の
は
、
大
阪
、

肺
戸
、
京
都
の
三
大
都
市
を
合

υ大
阪
府
、
兵
庫
服
、

一
一
一
京
都
府
に
し
て
、
共
他
的
諸
腕
は
石
川
瞬
、
和
歌
山
勝
、

転

車

叩

端

持

続

持

説

鈍

綜

即

位

富

山

師

師

、

護

腕

、

繭

井

粍

言

腕

ω順
序
で
是
じ

J

…一一一一Jd
d
d
当
山
J
立
す
れ
な
お
j
u
u
u
m
j
M
訪
問

地
方
別
酒
類
消
袋
一
両

京
都
市

大
阪
市

第
一
表
に
於
て
金
管
内
の
酒
類
消
費
量
を
一
市
し
た

が
、
第
二
表
に
て
は
真
に
金
管
内
の
消
費
量
を
各
府
麟

仁
分
類
し
、
地
方
別
消
費
一
一
向
を
算
定
し
た
の
で
あ
る
。

術
大
阪
、
紳
戸
、
京
都
の
三
大
都
市
に
つ
い
て
も
同
様

脚
戸
市
不
明
不
明
不
明

， 

~~ ，. 

夫

，. 

主

夕、

夕、

'" 
交

の
調
資
を
試
み
た
の
で
ゐ
る
。

第
一
一
表

嗣
井
蹴

F望
星孟

P司，. 
孝喜

一
歪

量

蓋

室
第
二
表
に
よ
b
各
地
方
の
酒
類
消
費
高
り
絶
品
剖
額
を

芸
知
る
事
が
出
来
た
が
、
各
地
方
の
人
口
の
耐
制
度
は
一
肱
々

一一一一一_.ー

京
都
府

三三，、

三三
重L

B団

腔.

究

消
費
高
を
示
し
た
が
、
大
正
十
二
酒
治
年
度
に
は
六
倍

以
上
己
な
っ

τゐ
る
。
三
大
都
市
の
消
費
高
や
大
小
に

交
一
配
列
す
る
正
、
大
阪
、
紳
戸
、
京
都
の
順
序
で
あ
る
a

兵
山
麟

合

八

一
一五..A 
E五
回

... 
歪壬

ー一--2 
3τ ;;.... 

.~ 

= 

宅

，. 

奈
良
蹴

和
歌
山

麟泌
賀
蘇

若

天

国

思

吾

'" 

男

奥

き苦

空壬

3'i.. 
M 

'" 向
三五L

'" 
さ

古
凶

7~ 
~ 

旦

盟

き
喜
一

里

民
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垂

夫
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売

同，. 
同
A 

同，. 

都

産品

同
接
税
且
捻
由
地
方
別
問
先

第
一
「
十
一
容

(
第
三
焼
一
五
五
)

凹
宝正

r

j
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円
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雑

錐

間
接
枯
負
据
白
地
方
別
研
究

第
二
十
一
番

(
第
三
競

一
五
六
)

四
五
回

で
ゐ
る
P
ら
、
夏
に
一
札
営
b
消
費
高
を
算
出
す
る
必
大
肱
市

要
が
あ
る
o

三
大
都
市
及
び
杢
管
内
に
つ
き
、
清
酒
、
京
都
而

窃
葡
酒
・
躍
す
酒
の
一
入
賞
h
消
費
高
を
調
ぺ

τ、
第
一
一
一
『
戸
市
不
明
不
明
不
明

表
を
得
た
の
で
あ
る
。

合

合

合

会

合

合

命

会

告

白
口
・
五
口
・
五
口
・
4

7
岡
子
。
子
園
子
-
一
回
・
同

五
晶
子
世

口一・口一・口

一・口一・回口・且

一・同ュ・
h

ユ・口

一-
h

了一

口
一
・
九
点
・
口
正
・
邑
古
・
計
九
・
同
七
・
0

ヨb

管

ロロ・
Z

口・
Z

口
・
四
日
晶
一
・
一
-
・
E

-

ゐ
-
・
昌
一
・
山
一
・
唱

会

第
三
表

一
入
賞
b
酒
類
消
費
高

第
三
表
は
、
酒
類
の
消
費
高
を
営
該
酒
造
年
度
内
の

暦
年
末
現
在
(
大
正
十
二
酒
造
年
度
な
ら
ば
大
正
十
二

年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)
の
人
口
数
に
て
除
し
て
得

た
る
商
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
表
第
ニ
表
に
軍
純
仁

一
不
吉
れ
て
ゐ
る
消
費
の
絶
封
額
は
、
第
三
表
に
至

h
始

め
て
人
口
の
麹
動
ご
閥
係
し
て
考
へ
ら
れ
る
事
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

iN 

洞

ニ
酒
三
商
問
調
五
消
六
楢
七
酒
入
泊
丸
酒
十
栖
十
一
十
一

位
年
造
年
造
年
詰
年
誌
年
越
年
並
年
措
年
越
年
沼
地
酒
進

度

虚

脱

皮

度

度

虚

脱

皮

年

成

年

度

合

大
同
市

A7口
先
・
↓
語
的

AD--A7吋
合

-tA-rLAA-fヨ一
-f7叶

京
都
市
金
・
口

A7内
企
白
先
・
二
口
J
七回・口金・一二

7A空・
2

一老・一九

7ニ

紳
戸
市
不
明
不
明
不
明
交
・

2
2
一
一
・
』
九
回
ム
量
二
主

-AA44-一
AZ

管
究
・
口
問
A

・2
0・E
室
長
宍
・
-
A
一
卓
八
一
卓
八
回
・
寓
完
入
会
卓
会
・
一

一
人
営
・
り
消
費
高
表
に
於
て
第
一
に
考
ふ
べ
き
は
、

洋
酒
の
代
表
た
る
多
酒
、
萄
葡
憾
の
急
激
な
る
消
費
増

巴

'

U

司
こ
加
に
岨
到
し
、
和
摘
を
代
表
す
る
治
酒
の
一
入
賞
。
消
盛

合

合

合

会

命

金

金

金

合

合

主

大
阪
市
三
子
』
円
回
二
一
口
二
千
八
一
口
λ
ゴ一・

2
回
・
士
日
・
回
-
一
七
三
一
石
・
二
高
の
進
歩
が
極
め
て
溢
々
た
る
事
で
あ
る
。
此
事
は
、

京
都
市
子
白
子
五
二
二
三
子
主
主
千
二
五
・
凶
一
主
ニ
A

・正一
x・3
7
4
世
界
戦
守
を
一
鱒
機
ざ
し
て
最
近
に
特
に
編
著
ど
な
つ

帥
戸
市
不
明
不
明
不
明
三
二
一
一
己
λ
三
・
山
手
口
一
晶
子
同
君
・
0

国軍二這・
4

た
現
象
で
あ
る
。
第
二
に
、
凡

τの
酒
類
に
於
て
、
都

智一一・ロ

=
-
E
z
-
-
Z
手
間
宇
Z

九・
E
E
-
E
E
-
E
E
L
-
-主
主
曾
の
一
入
賞
b
消
費
高
が
地
方
の
そ
れ
仁
比

L
τ
原
則

E
し

τ大
な
る
富
市
で
あ
る
。
地
方
を
包
合
す
る
監
島
田
局

姿

前

長

葡

萄

調

jt 



管
内
会
郊
の
一
入
賞
。
消
特
高
己
三
大
部
市
り
消
費
高
大
正
十
一
酒
造
一
年
度
を
ご
り
、
大
阪
府
に
於
げ
る
清

ご
を
比
較
す
る
ご
、
此
岡
山
消
息
を
明
か
に
す
る
事
が
沼
及
び
#
滴
山
生
産
高
正
消
費
高
ご
を
比
岐
す
る
o

泊

出
来
る
。
こ
れ
一
は
、
地
方
の
人
が
都
曾
に
出
で

τ酒
「
銭
高
£
し
て
は
大
正
十
一
酒
造
年
度
的
数
字
を
ご
b
、

類
を
消
費
す
る
機
曾
多
き
に
反
L
、
逆
の
場
合
が
割
合
一
生
産
高
ご
し
て
は
大
正
十
沼
地
年
度

ω清
酒
随
趨
高
及

に
少
い
の
に
も
悶
る
で
あ
ら
う
。
京
都
に
於
は
る
消
酒
一
ぴ
大
正
十
二
年
度
り
笠
四
一
腿
港
高

ef--り
・
雨
者
を
劃

一
入
賞
h
消
費
量
が
憶
に
第
一
位
を
占
め
て
ゐ
る
の
一
照
す
る
ご
、
会
り
川
現
れ
る
数
字
を
得
る
の
で
あ
る
。

色

、

或

は

こ

の

事

費

に

よ

り

説

明

し

得

ら

れ

る

か

も

知

一

清

酒

婆

酒

れ
な
い
。
向
術
萄
酒
H
A
び
必
一
個
の
消
費
量
が
三
大
都
市
一
生
産
高
一
二
三
九
m
山
石
一
六
問
、
一
四
払
石

特
に
榊
戸
市
に
於
工
大
な
る
も
、
注
目
す
ぺ
き
現
象
で
一
消
費
高
二
二
回
二
二
七
石
六
問
、
三
四
八
石

あ

る

。

一

清

酒

に

つ

い

て

は

、

大

阪

府

は

生

産

地

た

る

以

上

に

消
費
地
で
め
っ
て
、
其
消
費
高
は
共
生
産
高
の
二
倍
以

上
仁
上
っ
て
ゐ
る
。
衣
に
、
大
阪
府
が
必
摘
の
大
な
る

消
費
地
た
る
事
は
疑
な
h
-

事
貨
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
以
上

に
袋
酒
の
大
生
産
地
で
あ
る
。
蓋
し
、
大
阪
府
の
人
口

が
日
本
の
人
口

ω
約
四
・
五
%
を
占
む
る
に
過
ぎ

F
る

に
、
府
下

ω市
営
問
曾
枇
の
一
工
場
が
一
年
間
に
生
産
す

る
ダ
酒
が
全
国
の
裳
酒
醜
遁
高
の
二

O
、二

O
d刊
に
上

る
事
に
よ
っ
て
、
此
事
は
了
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
茸
(

結
川
末
、
大
阪
府
に
於
付
る
安
摘
の
生
産
高
は
其
消
費
高

の
二
倍
宇
に
上
っ
て
ゐ
る
。

四

以
上
の
三
表
に
よ
っ
て
、
最
近
に
於
一
げ
る
酒
類
消
費

高
の
縫
題
特
に
各
地
方
に
於
げ
る
酒
頻
消
貨
の
差
異
を

明
か
に
し
た
。
か

C
の
如
〈
樋
煩
消
費
高
表
そ
れ
自
身

よ
ち
数
へ
ら
る
、
所
が
少
〈
な
い
が
、
同
時
に
是
に
加

工
L
他
の
統
計
正
調
服
す
る
事
に
よ
っ

τ夏
に
新
し
い

事
貨
に
接
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
沼

類
の
消
費
地
は
必
宇
し
も
其
生
産
地
ご
一
致
せ
宇
ご
の

事
貨
で
ゐ
る
。

雑

錐

間
接
税
負
掘
の
地
方
別
研
究

第
三
十
一
巷

京

排

一
五
七
)

四
五
五

1
1
4
1
1
j
j
f
r
i
J品
;
格
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雑

間
接
投
負
抱
の
地
方
別
研
究

大
阪
府
に
於
け
る
此
事
質
は
、
.
会
闘
の
各
府
腕
市
町

村
に
あ
て
は
め
る
事
が
山
家
品
。
或
地
方
の
酒
机
の
生

康
高
己
消
費
高
ご
が
必
宇
し
も
一
致
し
な
い
w

結
巣
£
し

τ、
一
地
方
の
酒
治
業
者
が
納
付
す
る
捕
類
税
額
正
、

其
地
方
の
酒
類
消
費
者
が
事
質
上
負
婚
す
る
酒
類
税
額

百
色
、
必
す
し
も
一
致
し
な
い
事
正
な
る
。
換
言
せ
ば

或
地
方
の
生
産
者
が
納
税
し
た
る
税
額
の
一
部
は
、
酒

類

t
共
に
悶
々
[
て
他

ω地
方
に
移
'
o
i

終
局
に
於
工

他
的
地
方
の
消
品
賞
者
仁
よ
b
負
抽
仰
せ
ら
れ
る
結
川
端
正
な

る
の
で
あ
る
。

一
地
方
の
納
税
者
よ
ち
他
地
方
の
掠
税
者
へ
酒
狐
枕

が
側
嫁
す
る
闘
係
を
明
か
な
ら

L
む
る
斜
め
に
、
第
四

表
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
o

大
正
二
、
七
・
十
一
の
三

泊
逃
年
度
に
於

τ、
大
阪
税
務
路
脅
局
の
金
管
内
・
各

府
川
腕
H
A
び
三
大
都
市
が
、
清
酒
り
生
産
地
E
し
て
幾
何

の
税
緩
や
日
納
付
し
、
叉
消
泊
り
消
設
地
£
し
て
幾
何
の

税
額
を
負
婚
し
て
ゐ
る
か
、
こ
れ
第
四
表
の
示
す
所
で

あ
る
。

第
四
表
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h
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一
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A
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完
-
d
E宵言
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琵

互
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で
八
戸
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z
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第
四
去
を
見
る
正
、
清
酒
枕
の
撹
枕
舗
が
納
税
額
を

超
え

τゐ
る
の
は
僅
hr
に
大
阪
府
あ
る
の
み
で
、
他
の

各
府
脈
で
は
何
れ
も
納
税
額
が
揚
税
額
以
上
に
上
つ

τ

ゐ
る
c

殊
に
兵
庫
脈
及
び
京
都
府

ω納
税
額
が
そ
の
指

白

"喝
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税
額
の
一
倍
字
乃
至
四
倍
に
上
っ
て
ゐ
る
の
は
、
毛
の
税
額
(
清
酒
一
石
に
つ
き
十
九
圃
六
十
銭
・
十
九
回
六

管
内
に
我
闘
の
二
大
酒
造
地
た
る
灘
五
都
及
び
伏
見
が
十
鋭
、
三
十
一
回
三
十
五
銭
の
従
量
税
)
が
、
そ
れ
ぞ

合
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
o

大
阪
税
務
臆
脅
局
骨
肉
一
れ
大
正
二
、
七
、
十
一
沼
港
年
度
に
於

τ消
費
者
に
鱒

全
館
正
仁

τ色
、
納
税
額
は
鎗
税
額
り
二
倍
弱
正
な
つ
一
嫁
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
を
彼
定
せ
ね
ば
な
ら
前
向
。
放
に
・

て
ゐ
る
。
大
阪
‘
京
都
、
肺
戸
の
三
大
都
市

ω一
納
税
額
一
第
四
表
に
所
副
「
前
年
度
納
税
額
」
は
租
税
統
計
に
示
さ

が
殆
ん
ど
皆
無
に
迩
〈
し
て
措
税
額
が

R
額
に
遣
し

τ
一
れ
た
現
貨
の
数
字
で
あ
る
が
、
「
挽
税
額
」
は
何
れ
も
推

ゐ
る
の
も
、
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
辰
涯
に
於
け
定

ω金
額
た
る
を
兎
れ
得
な
い
o
数
字
の
使
用
目
的
如

る
三
大
都
市
的
清
酒
に
劃
す
る
納
税
額
が
合
計
千
闘
弱
何
に
よ
b
て
は
此
楠
の
俄
定
を
絶
掛
に
避
け
ね
ば
な
ら

な
る
に
反
し
、
英
携
税
額
が
七
宵
六
十
余
万
圃
に
上
れ
凶
が
、
本
研
究
の
場
合
に
於

τは
敢

τ差
支
な
い
の
で

る
が
如
量
、
梅
端
な
る
一
例
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
都
あ
る
。

曲
目
は
常
に
酒
類
枕
の
地
問
税
地
で
あ
る
、
然
し
都
曾
が
酒

類
枕
の
納
税
地
で
鈍
い
事
も
ゐ
ha
得
る
の
で
め
る
o

従

っ
て
或
都
市
に
酒
絢
枕
の
納
枕
な
き
を
以
て
、
碇
に
芙

都
市
に
酒
類
税
の
指
枕
な

L
E
は
断
言
す
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

一
一
言
断
っ
て
医
き
た
い
の
は
、
第
四
表
が
重
大
な
る

二
つ
の
仮
定
を
前
提
ピ

L
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
椅
酒
醸

治
家
が
納
税
し
た
る
金
額
が
、
同
一
額
に
於

τ、
現
寅

に
清
酒
消
費
者
に
鞠
嫁
し
て
ゐ
る
事
が
、
第
一
の
偲
定

で
ゐ
る
。
第
二
に
、
大
正
一
、
六
、
十
酒
造
年
度
の
納

輯
録
同
母
抵
負
推
白
地
方
別
府
究

l
i
:ー
J

1

4

1
ー

J
j
j
j
!
i
i
!

'
l
l
l
!
l
 宣

以
上
論
じ
た
る
所
に
よ
b
、
酒
類
消
費
の
諸
方
面
の

状
況
、
殊
に
酒
類
の
生
産
地
E
消
費
地
E

の
異
れ
る

事
及
び
酒
頼
税
の
槍
枕
地
正
納
税
地
ご
の
同
一
な
ら
F

る
事
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
、
こ
の
最
後
の
事
賞
、

卸
も
地
問
税
地
ご
納
税
地
ご
が
異
・
9
、
其
結
果
ピ

L
て
一

地
方

ω猪
税
額
ぜ
納
税
額
ピ
は
差
異
を
生
守
る
Z
一去ふ

事
は
、
軍
に
酒
類
税
に
つ
き
行
は
る
、
の
み
な
ら
守
、

韓
嫁
を
換
期
L
得
ら
る
、
他
の
凡

τの
閑
接
枕
に
於
て

第
二

1
一
畠
(
第
三
掠
一
五
九
)

四
豆
七



雑

錐

間
接
枯
負
描
白
地
方
別
研
究

之
を
見
る
事
が
出
減
る
の
で
あ
る
。

小
川
博
士

ω計
動
じ
基
主
、
我
闘
の
祖
税
牧
入
を
間

接
税
直
接
税
に
雨
分
L
、
更
に
是
に
間
接
税
の
一
部
た

る
酒
類
枕
を
配
す
る
ご
、
次
の
数
字
hr得
る
事
が
出
来

。Q
。

直

f長

枕

大

一正
完凹
d 年
~~îIi !主

ュに

建E
莞目度

大

正
竪十
'ミー」

モヨヰ年
=内皮

IIn 
t長

務

一一回一一」一円
L

輩

づ

z
n
A
、
宰
」
凶

V司、
、。

沼

類

1% 

"、，. 、
古屋

一司吾、同事ハ

一
夫
、
会
A

大
正
人
年
度
を
除
り
ば
、
問
比
百
税
は
常
に
直
接
税
を

凌
認
L
、
叉
酒
州
殺
は
間
接
枕
の
ゴ
一
割
乃
至
四
割
を
占

め

τゐ
る
o

右
の
数
字
を
見
れ
ば
・
間
接
税
殊
に
酒
類

税
が
我
が
組
税
制
度
の
上
に
如
何
に
重
大
な
る
影
響
を

輿
へ
つ
、
あ
る
か
が
附
引
か
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
組
税
負

強

ω地
方
別
例
究
を
試
み
る
に
蛍
つ

τも
、
単
な
る
直

接
税

ω負
榊
間
関
係
の
研
先
的
み
仁
揃
足
せ
十
必
す
や
間

接
枕
の
方
向
に
も
註

H
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
真
に
、
本
研

究
に
よ
り
間
接
統
的
中
似
を
な
す
酒
頻
税
の
指
枕
地
正

納
税
地
ご
が
一
致
せ

F
る
場
合
あ
る
事
が
一
不
さ
れ
た
る

一
六

O
}

以
上
は
‘
酒
類
税
裳
他
の
間
接
税
仁
於

τ、
納
税
地
を

以
て
直
仁
槍
枕
地
ご
す
る
が
如
き
事
は
、
な
る
べ
〈
避

け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
間
接
税
直
接
税
金
盛
を
合

L
た
凡
て
の
租
殺
に
つ
き
、
負
抽
闘
の
地
方
別
桝
究
を
行

ふ
斜
め
じ
は
、
非
常
に
慎
重
な
る
態
度
を
必
要
ご
す

e
A
W
O
 第

二
十
一
巻

(
第
三
腕

四
五
八

本
研
究
の
数
字
は
、
其
性
質
上
、
必
十
し
も
磁
賞
な

A

リ
ピ
は
保
し
難
レ
。
然
し
我
闘
の
現
紋
ご
し
て
は
、
本

敏
守
は
此
利
の
数
字
の
中
で
は
最
も
信
頼
す
る
に
足
ち

る
も
の
で
ゐ
ら
う
。
只
遺
憾
な
の
は
、
調
査
範
闘
が
大

阪
税
務
舵
督
局
管
内
に
限
ら
れ
、
[
か
も
問
題
の
中
心

が
酒
類
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
事
で
ゐ
る
。
願
は
〈

ば
、
此
楠

ω調
査
が
間
接
税
金
龍
に
わ
k
b
行
は
れ
且

つ
我
闘
凡

t
の
地
方
に
於
て
試
み
ら
れ
、
我
闘
の
祖
税

負
携

ω地
方
別
碗
究
に
一
歩
を
進
め
た
い
も
の
で
ゐ

る
O

(

一四、

λ
、
一
一
}
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